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一
、
著

書

文字・表記(理論・現代)

こ
の
期に
刊
行
さ
れ
た
文
字・
表
記
関
係
の
著
書
は 、
主
題に
漢
字
を
据
え

た
も
の
が
目
立っ
た 。
そ
れ
だ
げ
漢
字
に
向
け
ら
れ
る
関
心が
相
変
ら
ず
高い

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が 、
問
題
意
識
も
扱い
方
も
各
人
各
様
で 、
特に

時
流
に
乗
じ
て一
方
向に
偏
す
る
と
い
う
よ
う
な
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
かっ
た

と
言っ
て
よ
い 。

今
期
第一
の
収
穫と
し
て
は 、
犬
飼
隆『
上
代
文
字
言
語
の
研
究」
(
笠
間書

院 、
mM
・2)
を
挙
げ
たい 。
先
期
の
展
望
で
紹
介
さ
れ
た
「「
文
字
言
語」
の

研
究
課
題」
を
終
論
に
据
え 、
序
論
に
は
「
文
字
言
語
機
能
観」
を
配
し 、
四

部
の
構
成
を
とっ
た
本
論が
示
さ
れ
て
い
る 。「
漢
字
を
日
本
語
の
音
節
文
字に

つ
く
り
か
え
る」
「
万
葉
仮
名
で
日
本
語
の
語
形
を
書
き
あ
ら
わ
す」
「
漢
字
を

日
本
語
の
表
語
文
字
につ
く
り
か
え
る」「
万
葉
仮
名
で
日
本
語
の
文
を
書
き
あ

ら
わ
す」
と
い
う
よ
う
に
タ
イ
ト

ル
が
付さ
れ
た
本
論に
は 、
文
字
言
語
と
し

て
有
意
な
事
象
を 、
文
字レ
ベ
ル
か
ら
語
表
記・
文
表
記・
文
章
表
記
の
段
階

ま
で 、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
論
ず
る
と
い
う
態
度が
保
持
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ

は
単
発
論
文
と
し
て
読
ん
だ
折
に
は
気
づ
か
な
かっ
た
有
機
性
で
あっ
た 。
著

者
の
よ
う
な
規
模
の
大
き
い
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
プ
に一
貫
し
て
支
え
ら
れ
て
い

佐

藤

稔

る
研
究が
現
代
の
表
記
研
究
の
分
野に
実
現
す
る
こ
と
の
必
要
を
痛
感し
た 。

杉
本つ
と
む
『
文
字
史
の
構
想」
(
萱
原
書
底 、
ω・
2)
は 、
既
発
表
論
文
に

新
規
執
筆の
三
篇
を
加
え 、
著
者
年
来
の
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る 。
こ

の
領
域へ
の
興
味
深い
案
内に
も
なっ
て
い
る
が 、
私
に
は「日
本
の
〈
漢
字
〉

と
そ
の
本
質
||

反
ソ
シユ
|ル

言
語
学へ
の
試
み
||」
と
「
〈
宛
字
〉
の

論」
の
新
規
執
筆
の
理
論
的
な
も
のに
よ
く

理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あっ
た 。

具
体
的
事
例
が
豊
富
に
盛
ら
れ
て
い
る
反
面 、
概
念
の
定
義
や
解
説
の
表
現に

晦
渋
な
と
こ
ろ
が
あ
り 、
著
者の
気
負い
の
よ
う
な
も
の
が
気
に
なっ
た 。
親

し
く
面
暗
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
後
進
の
読
者
の
た
め
に 、
十
分
言
葉
を
尽
し

て
説
く

教
育
的
な
配
慮
を
老
練な
著
者
に
望
む 。

黒
須
重
彦「
漢
字
文
化
圏
の
諸
問
題
||〈こえ〉と文

字|』
(
武蔵野書
院 、

白・
4)
は 、
書
名に
惹
か
れ
た
が 、
私
の
予
期し
て
い
た
も
の
と
は
違っ
て
い

た 。
著
者
の
本
領
は
『
楚
辞』
の
研
究
に
あ
る
ら
し
い
が 、
そ
ち
ら
の
業
績が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
ら
な
い 。
本
書
で
は
「
漢
字
文
化
圏
を
考
え
る
と
き
の

公
式」
な
る
も
の
が
頻
りに
も
ち
出
さ
れ
て
い
る
が 、
思い
つ
き
の
域
を
出
て

い
る
も
の
と
は
見
え
な
い 。
そ
の
公
式と
称
す
る
も
のが
特に
漢
字
文
化
圏に

限っ
て
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
必
然
性
も
認
め
ら
れ
ない
よ
う
に
思
う 。

公
式
や
仮
説
を
前
面
に
押し
出
す
の
は 、
そ
れ
が
事
態
を
説
明
す
る
上
で
最
も
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合
理
的
で
有
効
な
役
割
を
果
た
す
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い 。
そ
れ
だ
妙
に
細
心

徽
密
な
計
算
の
も
と
に
構
築・
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば 、
気
楽
な
自
己
満
足に
終

わっ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
あ
る 。

石
井
勲
『
漢
字
興
国
論』
(日
本教
文社 、
位-
5)
は 、
著
者
の
教
育
実
践
か

ら 、
漢
字
の
早
期
教
育
の
意
義
や
文
字と
し
て
の
漢
字に
対
す
る
高い
評
価
な

ど
が
述べ
ら
れ
て
い
る 。
た
だ 、
漢
字
の
教
育
に
執
す
る
あ
ま
り 、
言
語
運
用

能
力
全
般に
対す
る
目
配
り
が
十
分
で
な
い
憾
み
が
あ
る 。
ま
た 、「
真
に
文
字

と
言へ
る
も
の
は
漢
字
だ
り
で
あ
る」
な
ど
と
く
る
と 、
「
表
語」
の
概
念
に
関

わ
る
表
現
で
あ
る
だ
け
に 、
正
確
な
書
き
方
が
望
ま
れ
る 。

マ
ー

シ
ャ
ル・
アン
ガ
l「コ
ン
ピュ
ー

タ
社会
と
漢
字」
(
奥
村健
世訳 、
サ

イマ
ル
出
版会 、
白・
9)
は 、
「
言
語
学
者が
み
た
第五
世
代コ
ン
ピュ
ー

タ」

と
い
う
副
題
が
添
え
ら
れ
て
お
り 、
漢
字
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
研
究
で
は

な
い 。
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を
使
用
す
る
日
本
社会
とコ
ン
ピュ
ー

タ
に
関
わ

る
諸
問
題
をか
な
り
執
搬
に
追
究
し
て
い
る 。
要
約・
紹
介
の
困
難
な
し
ろ
も

の
で
あ
る
が 、
日
本
の
コ
ン
ピュ
ー

タ
社
会
で
今
後
漢
字
変
換
を
よ
り
自
在
に

す
る
方
向
を
と
り
続
け
る
こ
と
の
得
失
お
よ
び
漢
字
と
い
う
も
の
にエ
ネ
ル
ギ

ー
や
経
費
を
殺
が
れ
る
不
経
済
を 、
強い
A
I(

人工
知
能)
へ
の
悲
観
的
評
価

を
か
ら
め
て
繰
り

返
し
述べ
て
い
る 。
こ
の
方
面
に
理
解
が
欠
け
て
い
る
私に

は
立
ち
入っ
たコ
メ
ン
ト
を
す
る
資
格
が
な
い
が 、
有
資
格
者
の
反
応
を
期
待

す
る 。加

納
喜
光
『
漢
字
の
博
物
誌」
(
大
修
館書
庖 、
幻-
H)
は 、
同
じ
形
の
漢
字

を
用い
て
い
て
も 、
中
国
と
日
本の
聞
に
指
示
す
る
意
味
に
差
が
あ
る
こ
と
を 、

具
体
的
な
実
質
の
相
違
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
博
物(
草木・
鳥獣・
虫魚・
飲

食
物など)
の
例
を
もっ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
漢
和
字
典
が
犯
し
て

き
た
誤
解
の
歴
史
を
も
手
際
よ
く
示
し
て
あ
る 。

こ
の
期に
阿
辻
哲
次は
次
の
二
著
を
刊
行
し
た 。「
漢
字
の
ベ
ク
ト

ル』(ちく

まラ
イブ
ラ
リ
ー 、

筑
摩書房 、
目・
3)
と
『
教
養
の
漢
字
学』
(
大
修
館書
底 、

mm・
6)
で
あ
る 。
前
者
は 、
「
字
形
のベ
ク
ト

ル」
「
漢
字
教
育と
字
書
の
う
つ

り
か
わ
り」
「
漢
字文
化
圏の
歴
史」
の
三
章
で
構
成さ
れ
た
漢
字
学
案
内 。
後

者
は 、
講
演
の
速
記録
を
整
理
し
た
も
の
で 、
一
般
向
け
の
読
み
物
の
体
裁
を

と
る 。
第
六
章
の
「
現
代
日
本の
漢
字
文
化」
で 、
現
代の
漢
字
を
と
り
ま
く

状
況
につ
い
て 、
異
体
字(
略
字など)
や
ワ
ー

プ
ロ
を
話
題
と
し
て
述べ
る
に

と
ど
ま
り 、
「
漢
字
学」
と
銘
打
つ
に
は
い
さ
さ
か
構
成に
偏
り
が
あ
る
よ
う
に

思わ
れ
る 。
し
か
し 、
中
国
学
の
立
場
で
な
さ
れ
る
漢
字
研
究
を
知
る
に
は
手

ご
ろ
な
書
で
あ
る
と
言
え
よ
う 。

世
界
の
文
字
研
究会
編
『
世
界の
文
字
の
図
典』
(
吉川
弘
文館 、
mm・
8)
は

五
百
頁
余
を
費
し
て
世
界の
文
字
を
大
部
分
手
描
き
で
紹
介
し
て
い
る 。
あ
と

が
き
に
よ
れ
ば
近
藤
安
太
郎
個
人
の
仕
事の
よ
う
で
あ
る 。
こ
れ
を
研
究
会
の

名
で
出
版
す
る
の
は
謙
抑
の
姿
勢
か
ら
で
あろ
う
が 、
個
人
の
責
任
回
避
に
も

な
り
か
ね
な
い 。

佐
膝
喜
代
治
ほ
か
八
名『
続
漢
字
の
泉」
『
続々
漢
字
の
泉』
(
河
北
新
報
社 、

犯・
7 、

目・
7)
は 、
漢
字
の
来
歴
や
用
法 、
字
訓・
字
義な
ど
に
触
れ
た
読

み
物 。
さ
り
げ
な
い
書
き
方
の
中
に 、
漢
字
を
め
ぐ
る
問
題へ
の
多
面
的
な
対

応
が
見ら
れ
る 。

野
村
雅
昭・
小
池
清
治
編「
日
本
語
事
典」
(
東
京堂
出
版 、
位-
9)
の
文
字・

表
記
の
本
文
見
出
し
項
目
は
わ
ず
か二
十八
に
過
ぎ
な
い
が 、
基
本
的
な
概
念

を
要
領
よ
く

説い
て
い
て
出
色
の
も
の
で
あ
る 。

『
太田
晶二
郎
著
作集」
が
こ
の
時
期に
全
五
巻
を
もっ
て
完
結
し
た 。
第五

巻
(mm・
-)
に
はユ
ニ
ー

ク
な
「
古
文
書
の
よ
み
方||異種字一
隅
||」

が
収

め
ら
れ
て
お
り 、
参
照
の
便
宜
が
楢惜
し
た 。
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二 、

字
形
・

字
体

文字・表記(理論・現代)

仮
名に
つ
い
て
は
佐
藤
栄
作
「カ
ナ
字
形・
字
体
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究

H
||「シ」
と「ツ」
をめぐっ
て
||」

(『
山
手
国
文
論致」
M、
目・
3)
が 、
現

代
の
片
仮
名「シ」
「
ツ」
の
実
現
形
と
そ
の
背
後
の
個
人
字
体
の
把
握
の
問
題

を
扱っ
て
い
る 。
彼
に
は
ま
た「
字
形
か
ら
字
体へ
l|『観智院本類衆名義抄』

の

「ツ」とそれに
付された平声点をてがか
りに
||」(『

辻
村
敏
樹
教
授
古
稀
記
念
日
本
語

史
の
諸
問
題』 、

明
治
書
院 、

幻
-

3)

も
あ
っ
た 。

漢
字
を
扱っ
た
も
の
で
は 、
天
沼
寧
「
仁(はこ
が
ま
え)
一
仁(か
くしが

ま
え)
」
(『
大
妻
国
文』
お 、

位-
3)

、

同
「
通
用
字
体
と
略
字
体」
(「
日
本
語
学」 、

目・
9) 、
同
「
鉄一
欽」
(「大
妻
国
文」
M 、
mm・
3)
の
よ
う
な
も
の
が
あっ

た
が 、
笹
原
宏
之
の一
連
の
字
形
研
究 、
特に
位
相
文
字
を
中
心
と
す
る
国
字

研
究
が
際
立っ
て
い
た 。
「
画
数
に
隠
さ
れ
た
意
味
||“画の漢字の周辺とその背

景1l」
(『
中
国
語
学研
究
開
篇』
凶、
ω・
5)、

「
字
源
説 、
字
源
意
識 、
文
字

に
対
す
る
意
識が
字
体に
与
え
た
影
響
||「園」

の異体字に関して
11」

(「
国
語

学
研
究と
資
料』
目 、
幻
・ロ) 、
「
位
相
文
字
の
性
格
と
実
態」
(『早
稲田
日
本

語
研
究」
創
刊
号、
mm・
3) 、
「
J
I
S
漢
字
と
位
相」
(『
日
本
語
学』 、

犯・
7)

と
矢
継
ぎ
早
に
魅
力
的
な
テ
lマ

で
研
究
を
展
開
し
て
い
る 。
さ
ら
に
「
地
域

文
字
の
考
察
||地名に

現れた日本語表記の時代差と地獄差の一
例
||」

(『
文
化
女
子

大
学紀
要(
人
文・
社会
科
学研
究)」
2 、

制・
1)

や
「『
園{子
考』
の
編
纂
意

図
の
考
察
||国字研究の一

系譜を採る
||」

(「
国
語
学
研
究と
資
料』
口 、

mm­

U)
と
い
っ
た
論
を
も
も
の
し
て
い
て 、
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
る 。

ほ
か
に、
藤
田
夏
紀
「『
干
禄
字
書』
に
お
り
る
正
字・
異
体
字
関
係
の
類
型

に
つ
い
て」
(『
国
文
学孜』
邸)
が
あっ
た 。

、

漢
字
の
音
訓

こ
の
分
野
は
か
つ
て
は
最
も
論
文
数
の
多さ
を
誇っ
た
時
期
も
あっ
た
筈
で

あ
る
が 、
私
の
自
に
触
れ
た
も
の
は
意
外に
少
な
かっ
た 。

四
十
谷
美
佳
「
「
四
十」
を
「
あ
い」
と
読
む
こ
と
に
つ
い
て」
(『日
本
文学

研
究
年
誌(
金沢
女
子
大)」
2 、

自・
3)
は 、
自
身の
姓
を
発
端
と
し
て
展
開

し
た
丹
念
な
調
査
で
あ
る 。
身
近
な
姓
に
対
す
る
疑
問
と
愛
着が
研
究と
し
て

実
を
結
ば
せ
た
好
例
と
言
え
よ
う 。

竹
浪
聴
「
同
訓
異
字
小
考
||谷・硲・
渓
||」

(『富
山
大
学
国
語
教
育」
問、
回­

H)
は「
タニ」
を
字
訓
と
し
て
もつ
漢
字に
よっ
て
日
本
語
の
漢
字
受
容
の一

側
面
に
光
を
当て
よ
う
と
し
た
も
の
で 、
主
と
し
て
日・
中
の
字
義
の
対照
に

意
を
用い
て
い
る 。

木
村
哲
也
「い
わ
ゆ
る
「
改
定
音
訓
表」
に
つ
い
て」
(『
語
学
文
学
(
北
海
道

教
育
大)」
初 、
白・
3)
お
よ
び 、
鳥
飼
浩二
「
日
本
語
再
入
門
ω
ど
う
し

た
ら
『
常
用
漢
字
表』
で
「
日
本」
が
「
に
ほ
ん
」

と
読
め
る
よ
う
に
な
る
か」

(『日
本
語
論』 、

mm・
日)
は 、
表
の
適
否
に
言
及
し
た
も
の 。

平
林
文
雄「
漢
字
の
慣
用
読
み
の
問
題
||誤用の定着につい
て
|1」

(『
表
記」

かんこう

かんこう

8、
MM
・9)
お
よ
び 、
天
沼
寧「
符口
令一
一紙口
令」
(「
大
妻
女
子
大
学紀
要(
文

系)」
部 、
目・
3)
は
慣
用
読み
を
扱っ
て
い
る 。
「い
つ
の
時
代か
に
誰か
に

よっ
て
誤っ
て
用い
ら
れ
た
も
のが
定
着
し 、
慣
用
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た」

(
平
林)
と
い
う
が 、
そ
の
細か
い
事
情が
解
明さ
れ
な
い
と
概
説
書
の
切
り

取

り
と
変
ら
な
い 。四 、

文
字
論

私が
読
む
と
と
の
で
き
た
の
は
次
の
も
の
で
あ
る 。
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鹿
島
英一
「
文
字
言
語
の
ソ
フ
ト
ウェ
ア」(『
東
北大学
言語
学
論集』
1 、

白・

3)
は 、
主
と
し
て
同
文
字
異
義
語
を
世
界
各
地
の
文
字シ
ス
テ
ム
で
ど
の
よ
う

に
表
記
し
わ
り
て
い
る
か
を一
覧
し 、
八
種
の
方
法(1
ア
クセン
ト

符号
2

弁
別
点

3
文
法
標
識
等
を
示
す
符
号

4
外
来
語
用
文
字
の
導
入

5
合
成
語
の

標
識

6
送
り
仮
名

7
同
文
字
語
の
判
別
点

8
無
音
の
文
字)

を
挙
げ
て
い
る 。

一
言
語
だ
け
か
ら
で
は
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
表
記
の
可
能
性
を
知
る
こ
と
が

で
き
た 。

服
部
隆
「
日
本
語
に
お
け
る
漢
字
の
表
意
機
能」(『
福
岡女
学
院
大
学紀要』

3 、
mm・
2)
は 、
二
字
表
記
語
を
例
と
し
て 、
和
語
あ
るい
は
漢
語が
対
応
す

る
場
合
の
表
意
機
能
を
考
察
し
て
い
る 。

犬
同
隆
「
言
語
の
要
素
と
し
て
の
文
字
の
位
置」
(『小
松英
雄
博士
退
官記
念

日
本語
学
論集』 、
三
省堂 、
目・
7)
で
は 、
森
岡
健二
の
「
文
字
形
態
素
論」

の
再
検
討
を
行っ
て
い
る 。
こ
の
結
果
日
本
語
に
お
け
る
漢
字
使
用
で
は「(
音

声
言語上で
生産
さ
れて)
存
在
す
る
語
を
視
覚
的
に
あ
らわ
し 、
付
加
的
な
情

報
を
盛
り
込
む
だ
け
で
な
く 、

視
覚
を
通
し
て
字
体
の
側
か
ら
音
韻
に
Rnmg

し
意
味
を
活
性
化
し
て 、
語
を
生
産
す
る
こ
と
が
可
能」
な
こ
と
か
ら 、
形
態

素
に
近
い
機
能
を
認
め 、
こ
れ
を
「
音
象
徴」
に
比
定
し
て
論
じ
て
い
る 。

佐
竹
秀
雄「
経
済
性か
ら
み
た
漢
字」
(「
言語』 、
幻・
ロ)
は 、
漢
字
を
使
う

前
提に
立っ
た
上
で 、
経
済
性・
効
率の
観
点か
ら
問
題
の
所
在
を
現
実
的
に

指
摘
し
て
い
る 。
そ
し
て
漢
字
使
用
の
最
適
化
を
は
か
る
た
め
に 、
漢
字
の
も

つ
長
所
短
所
を
変
数
と
し
た
「
関
数」
を
考
え 、
変
数
問
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
述べ
て
い
る 。

以
上 、
数
の
上
で
は
少
な
い
し 、
活
発な
論
議が
あっ
た
と
も
言
え
な
い
が 、

着
実
な
歩
を
進
め
て
はい
る
と
感
じ
ら
れ
た 。

五、
表

言己
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こ
の
分
野
も
研
究
の
蓄
積
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が 、
外
来
語
の
表
記
に
世

の
関
心が
向い
て
い
る
割
に
は 、
こ
の
期
の
論
考
の
数
は
多
く
は
な
かっ
た 。

小
林一
仁
「
国
語
表
記
の
現
状と
将
来」
(『
文部時
報』 、
白・2)
は
概
説
的

な
内
容
の
も
の 。

松
崎
寛
「
文
字
と
表
記」(「
言語
行動
論報告」
3 、
mm・
5)
は 、
「
現
代か

な
づ
か
い」
の
ゆ
れ
お
よ
び
「
ヴ
行」
の
表
記に
触
れ
て
い
る
が
習
作の
よ
う

で
あ
る 。

岡
田
袈
裟
男
「
語
種・
表
記・
表
現
媒
体
||書き表わし方へのこだわりと嶋岡長

『ネオロジスム詩集』
ll」

(「国
文学解
釈と
鑑
賞』
目・
1)
に
は 、
語
種
と
言
葉

の
書
き
表
わ
し
方
と
の
関
係が
ご
く
単
純に
処
理
で
き
る
も
の
で
は
ない
と
し

て 、
こ
だ
わ
る
詩
人
嶋
岡
農
の
詩
集
を
例に
説い
て
い
る 。

高
松
正
毅
「
表
現
と
し
て
の
表
記
||長野まゆみ著『少年アリス」

の用字法
||」

(『
国
語
学
研
究と
資料」
口 、
mm-
U)
で
は 、
学
校
教
育と
は
別
に 、
個
人
が

意
図
的
に
学
ん
で
身
に
つ
け
た
文
字
遣い
が
意
味
を
も
っ
場
合
の
あ
る
こ
と

を 、
新
し
い
世
代
の
作
家
長
野
ま
ゆ
み
を
例に
とっ
て
示
し
て
い
る 。

木
村
睦
子
「
固
定
読
本の
語
黛
と
表
現」
(『日
本語
学」
白
・2)
は
六
期
に

わ
た
る
固
定
読
本
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を
調
査
し
た
結
果
が
示
さ
れ
て
い

る 。
仮
名の
部
分に
つ
い
て
は 、
①
片
仮
名
の
み
②
平
仮
名
の
み
③
平
仮

名
を
基
本に
し
て
外
来
語
を
片
仮
名に
す
る 、
のい
ず
れ
か
で
あ
る
と
し
て 、

各
期
の
実
態
を
手
際
よ
く
整
理
し
て
述べ
て
い
る 。
ま
た 、
助立日・
促
音
を
表

わ
す
ヤ・
ユ・
ヨ・
ツ
の
大
字・
小
字
の
別
や一
期
特
有
の
棒
引
き
仮
名
遣い

に
も
言
及
し
て
い
る 。

仮
名
表
記
に
関
し
て
は 、
丹
保
健一
「エ
列
長
音
の
表
記
を
め
ぐっ
て
|ムあ



かんべえ」
か「あかんべい」
か
||」(「

金
沢
大
学・文
字研
究』
幻 、
ω・7)
が
あ

っ
た 。
エ
列
長
音
の
平
仮
名
表
記
の
実
態
を
現
行
の
辞
書
に
よっ
て
示
す
と
と

も
に 、
仮
名
遣い
の
ゆ
れ
あ
る
い
は
逸
脱
の
要
因につ
い
て
考
察
し
て
い
る 。

泉
文
明「
二
重
表
記
の
現
在
14短歌・俳句の表記の調査
111」

(『日
本
語
学」
目・

3)
は 、
先
期に
見
た
大
島
中
正
の「
漢
字
仮
名
並
列
表
記」
と
ほ
ぼ
閉じ
現
象

を
扱っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る 。
語
形
を
振
り

仮
名
で
示
し
た
り 、
括
弧
の
中に

示
し
た
り
し
て 、
暖
昧
さ
を
排
除
す
る
書
き
手
の
意
思
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
表

記
法
を
言
う 。
こ
れ
を
新
聞
掲
載の
短
歌・
俳
句
と
「
天
声
人
語」・
社
説
で
比

較
し
て
い
る 。

外
来
語
の
表
記
に
は 、
小
林
篤士山「
外
来
語
の
発
音
と
表
記
に
つ
い
て」(『言

語
文
化
研
究(
東
京
外大
学
院
外国
語
学研
究
科)」
9、
引・
3)
を
先
期に
発
表

さ
れ
た
も
の
の
拾
遺
と
し
て
挙
げ
て
お
き
たい 。
現
在
の
日
本
語
に
見
ら
れ
る

外
来
語
特
有
の
音
結
合
を
整
理
し 、
そ
の
表
記
の
実
情
と
問
題
点
を
述べ
て
い

λv 。

文字 ・ 表記(理論 ・ 現代)

平
野
慎
吾「
外
来
語
の
発
音
と
表
記
||「テイ」「デイ」「ジエ」
について
||」

(「
静
大
国
文』
初 、
幻-
4)
は 、
茨
城
県
玉
造
町に
お
り
る
外
来
語
発
音
の
変

化
を
扱っ
て
い
る 。

カ
ツ

ケ
ン
プ
ッ
シュ
寛
子「
外
来
語
分
析
の
課
題
||促音化の規則と例外につい

て
||」

(『
日
本語
研
究
と
日
本語教
育』 、
名古
屋
大
学
出
版会 、
川出-
m)
で
は 、

英
語
の
音
形
か
ら
外
来
語
の
音
形へ
と
変
じ
た
も
の
を 、
英
語
の\わ〈わ\
と\

の〈一
円\(わ〈一
は
長
母
音
と
二
重
母
音
を
表
わ
す)
の
構
造
を
も
っ
単
語
に

限
定
し
て
分
析
を
施
し 、
一
般
的
な
規
則
と
例
外
の
扱い
方
につ
い
て
言
及
し

て
い
る 。
明
断
で
わ
か
り
や
すい
論
と
し
て
読
ん
だ 。

松
崎
寛「
外
来
語
音に
お
け
る
ゆ
れ
の
類
型
|1辞典類の表記を中心として
||」

(『
言
語
学
論
叢(
筑
波
大
学一
般・応
用
言
語
学研
究
室)』
叩l
u 、
回・
凶) 、
同

「
外
来
語
音
の
表
記
の
ゆ
れ
に
関
す
る
定
量
的
研
究」
(「
東
北
大
学
文学
部日
本

語
学
科
論集』
3 、

mm
・9)
は 、
と
も
に
辞
典
類
の
外
来
語
を
調
査
し 、
ゆ
れ

を
考
察
し
て
い
る 。
あ
る
拍が
日
本
語
寄
り
か
外
来
語
寄
りか
は
語
に
よ
り
か

な
り
異
な
る
実
態
を
指
摘し
て
い
る 。

こ
の
期に
は
中
国・
韓
国・
シ
ン
ガ
ポ
ール

な
ど
の
漢
字
表
記
と
対
照
し
た

論
考
も
み
ら
れ
た 。

王
敏
東「
外
園
地
名
の
漢
字
表
記に
つ
い
て
|上アフリカ」を中心に
||」(「

語

文』
路 、
位-
4) 、
同
「
外
園
地
名
の
漢
字
表
記
を
め
ぐっ
て
||「オーストラ

リア」
を中心に
||」

(『
待兼山
論叢(
文
学
篇)」
初 、
目・
ロ) 、
同「
意
訳
さ
れ

た
外
国
地
名
につ
い
て
||「紅海」

の漢字表記をめぐって
||」(「

国語
語業
史の

研
究」
日 、
ω・7)
は 、
一
連
の
外
国
地
名
漢
字
表
記につ
い
て
の
調
査
報
告

で
あ
る 。
日・
中
の
表
記
例
を
丹
念に
収
集
し
て
い
る
が 、
こ
の
営み
を
「
地

名
の
漢
字
表
記
を
研
究
し
て
い
く
方
法
を
探
る一
つ
の
試み」
と
漠
然
と
述べ 、

実
態
を
示
す
だ
け
に
と
ど
まっ
て
い
る
の
は
残
念で
あ
る 。

曹
麗
浮「
日
中
同
形
異
義
漢
語
につ
い
て」(『日
本
文学研
究会会
報(
東洋大

学短
期
大
学日
本
文
学研究
会)』
7、
目・
3)
は
日
中
間
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
上
で
は
は
や
く
か
ら
常
識に
属し
て
い
る
こ
と
が
ら
を
並べ
た
に
過
ぎ

ず 、
失
望
さ
せ
ら
れ
た 。

泉
文
明
「
日
本
語
教
育
か
ら
見
た二
重
表
記
||回線両言語の二重表記の対比|

|」(『日
本語教
育』
花 、
的出・日)
は 、
韓
国
の
副
表
記
に
は
括
弧の
形
式が
同

音
異
義
語
を
区
別
す
る
目
的
で
用い
ら
れ 、
日
本
で
はル
ピ
と
括
弧の
両
方
が

主
と
し
て
漢
字
の
語
形(
読み
方)
を
明
示
す
る
た
め
に
副
表
記
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
述べ
て
い
る 。

鹿
島
英一
「
目
撃
両
語
に
お
け
る
外
来
語
の
表
記
法」
(『
東
北大
学
文学
部日

本
語
学
科
論集」
3 、

mm・9)
は 、
シ
ン
ガ
ポ
ール

に
お
け
る
華
語で
の
外
来
語
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表
記
処
理
法
が
日
本
語
の
場
合と
よ
く

似
て
い
る
と
し 、

華
語
の
表
音
字
の
異
同に
つ
い
て
論
じ
て
い
る 。

日
本
語
の
片
仮
名と

六、
情
報
処
理
と
漢
字

山
田
尚
勇(
研
究代
表
者)『
東
ア
ジ
ア
文
字
デ
l

タ
の
国
際
交
換に
関
す
る
実

証
的
研
究」
(
学術情報
セン
ター 、
幻-
3)
は 、
科
学
研
究
費
補
助
金
「
国
際

学
術
研
究
共
同
研
究」
研
究
成
果
報
告
書
で
あ
る 。
学
術
情
報シ
ス
テ
ム
の
改

善
に
資
す
る
た
め 、
漢
字コ
l
ド
の
国
際
的
標
準
化の
可
能
性
を
探っ
て 、
I

S
O
1
0
6
4
6
と
い
うユ
ニ
バ
ー

サ
ル
符
号
の
制
定に
関
与
し
た 。
宮
津
彰

「
東
ア
ジ
ア
地
域
の
漢
字コ
l
ド
の
統一
を
め
ざ
し
て」
(『しに
か』
ω・
2)
は 、

こ
の
標
準
化へ
の
動
き
を
平
易
に
解
説
し
た
も
の
で
あ
る 。『
し
に
か』(
mm・2)

に
も
「
漢
字コ
l
ド
の
国
際
標
準
化」
が
特
集
さ
れ 、
制
定
の
意
義と
そ
れ
に

至
る
経
緯 、
コ
ー
ド
の
概
要
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。

松
岡
祭
志
は
こ
の
国
際
規
格の
論
議
に
積
極
的
に
関
わっ
て
い
る一
人
と
目

さ
れ
る
が 、
「
漢
字
と
漢五
叩|日中言語対照研究の
視点から
||」(『

文
化
言
語
学』 、

三
省堂 、
位-
U)
で 、
漢
字
の
形
と
し
て
扱っ
て
い
る
の
は 、
極
め
て
ス
タ
テ

ィ
ク
な
も
の
で 、
日
中
両
国
で
手
書
き
で
通
用
し
て
い
る
形
で
は
な
い 。
そ
こ

で
字
形
の
微
差
を
問
題
と
し
て
述べ
て
い
る
が 、
文
字
の
デ
ザ
イン
の
範
囲に

と
ど
ま
る
よ
う
な
も
の
ま
で
が
「
大
き
な
問
題」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
コ
ン
ピュ
ー

タ
社
会
の
窮
屈
さ
が
あ
る 。

星
野
聴「
異
体
字
を
ど
う
考
え 、
ど
う
処
理
す
る
か
?」(「しにか』 、

白・2)

も 、
字
形
の
微
差
を
意
識
し
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た 。
し
か
し 、
市
川
浩

二
国
語
圏
字』
町、
的出・
口、
「しにか』
mm・
2)
の
よ
う
な
極
端
な
入
力・
印
刷

の
主
張
と
は
異
な
り 、

使
用
主
体
本
位
の
柔
軟
さ
が
あ
る 。

豊
島
正
之
「「
J
I
S
に
無い
字」
を
め
ぐっ
て」
(『しにか』
幻・
2)
は 、

文
献
学
的
に
厳
密
な
テ
キ
ス
ト

表
現
を
す
る
上
で 、
コ
ー
ド

表に
な
い
字
をコ

ー
ド

表に
あ
る
字
を
用い
て
す
る
際の
現
実
的
な
方
法
を
示
し
て
あ
る 。
正
鵠

を
射
た
論
だ
と
思
う 。
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七 、
日
本
語
教
育

具
体
的
な
日
本
語
教
育
の
場
で
ど
の
よ
う
に
漢
字
を
扱
う
か
と
か 、
教
育
を

受
け
る
留
学生
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
現
状
(
水
準)
に
あ
る
か
と
か
の
実
際
的

な
問
題
を
述べ
た
も
の
は
移し
い
数に
の
ぼ
る
が 、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
触

れ
な
い 。
日
本
語
教
育
の
基
礎
研
究
と
思
わ
れ
る
も
の
に
限っ
て一
瞥
す
る 。

野
村
雅
昭
・

山
下
喜
代
「日
本
語
教
育
の
た
め
の
漢
字・
漢
語
デ
ー

タベ
ー

ス」
(「
講座日
本語教
育』
初 、
目・3)
に
は 、
標
題
の
も
の
の
概
要が
述べ
ら

れ
て
い
る
が 、
漢
字
フ
ァ
イ
ル
に
属
性
(
部
首・
画
数・
字
源・{子
音・
字
訓)・

字
種
(
学
年
別
配
当・
国
語
施
策・
字
典コ
1
ド)・

頻
度
(
雑
誌・
新
聞・
中
高
教

科
書・
日
本
語
教
科
書)
の
三
大
情
報を 、
漢
語
フ
ァ
イ
ル
に
属
性
(
品
詞
性・
語

構
成・
意
味コ
1
ド)・

語
種
(
出
自・
中
国
語)・
頻
度
(
雑
誌・
新
聞・
中
高
教
科

書・
日
本
語
教
科
書・
児
童
作
文)
の
三
大
情
報
を
盛
り
込
む
仕
様
と
し
て
い
る 。

こ
う
し
た
も
の
が
デ
ー

タベ
ー

ス
と
し
て
利
用
で
き
る
な
ら
ば 、
そ
の
恩
恵
は

は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ
う 。

武
田
明
子「
科
学技
術
日
本
語
テ
キ
ス
ト
に
お
り
る
基
本
漢
字
の
分
析
||理

工
系大学院留学生の
専門曲目読解のために
||」

(『
計
量
国
語
学』
凶1
2 、
m-
9)
は 、

学
習
漢
字
の
数
を
決
定
す
る
た
め
に
理工
系
教
科
書の
漢
字
を
各
分
野
に
わ
た

っ
て
調べ 、
ウェ
イ
ト
ラ
ン
キン
グ
で
漢
字
の
順
位
を
見 、
次
の
よ
う
な
結
論

を
得て
い
る 。
す
な
わ
ち 、
非
漢
字
圏
の
理工
系
留
学
生
に
とっ
て
必
要な
漢

字
は
専
門
書
の
叩
%
を
カバ
ー

す
る
棚
字で
あ
り 、
こ
れ
ら
は
三
つ
の
階
層に

分か
れ
て
い
て 、
第一
の
は
日
本
語
読
解に 、
第二
の
は
専
門
書
読
解
に
必
要



文字・ 表記(理論 ・ 現代)
な
基
本
漢
字
で
あ
り 、
別に
第
三
の
階
層
と
し
て
専
門
用
語
を
形
成
す
る
た
め

の
漢
字
が
あ
る
こ
と 、
第
三
の
階
層
の
も
の
は
学
習
者
を
悩
ま
す
ほ
ど
多い
数

で
は
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る 。
こ
う
し
た
知
見
が
実
際
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
期

待
す
る 。

加
納
千
恵
子
「
漢
字
の
造
字
成
分に
関
す
る一
考
察
ll日本語教育のために|

|」
(『
文
誓言
語
研
究(
言
語
篇)」
幻 、
目・9)
で
は 、
漢
字
の
造
字
成
分
抽

出
の
必
要
性に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
を
提
示
し
て 、
部
首
以
外
に 、
造
字

成
分
と
な
る
字
形
要
素
を
も
重
視
すべ
き
こ
と
を
説
く 。
そ
れ
を
受
け 、
同「
漢

字
の
造
字
成
分
に
関
す
る一
考
察
ω
||形声文字の音符について
||」

(『
文萎一言

語
研
究(
言
語
篇)」
M 、
m-
8)
で
は 、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
音
情
報
を
担

っ
て
い
る
造
字
成
分
と
し
て
十
分
機
能
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
音
符
を
も
っ
漢

字
を
「
現
形
声
文
字」
と
し 、
そ
の
音
符の
う
ち
常
用
漢
字
の
範
囲
内
で
効
率

的
な
漢
字
学
習
に
有
用
な
知
識と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
特
定
し 、
日
本
語
教
育

に
役
立
て
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る 。

大
島
中
正「
異
音
同
表
記

語ーーその種類と問題点
||」

(『
同志
社女
子
大
学日

本
語日
本
文学』
4、
m出-
m)
は 、
「
く
に
ざ
か
い」
「
こっ
き
ょ
う」
の
二
通
り

に
読
め
る「
国
境」
の
よ
う
な
表
記
に
つ
い
て
述べ
た
も
の
で 、
「
漢
字
仮
名並

列
表
記」
を
別
の
角
度か
ら
扱っ
て
日
本
語
教
育
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
ら
し

玉
村
文
郎「
日
本
語に
お
け
る
漢
字
ーーその特質と教育
||」(『日

本
語
教
育』

卵 、
自・7)
は 、
わ
か
り
や
す
く
平
易
に
説
か
れ
た
概
説
で
あ
る
が 、
こ
う
し

た
概
説
を
繰
り

返
し
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど 、
日
本
語
教
育
の
実
際
の

場
で
の
教
師
の
窓
意
に
よ
る
漢
字
指
導
も
多い
の
で
あ
ろ
う 。

趨
南
星「
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
に
よ
る
外
来
語
表
記
の
誤
り
li日本語話者

による評価を中心として
||」(「日

本
語
教
育』
河 、
MM・-)
に 、
日
本
語
話
者
が

エ
ラ
ー

に
対し
て
厳
し
く

評
価
す
る
順が 、
母
音 、
濁
音 、
援
音 、
長
音 、
促

音
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る 。
日
本
人
自
身
の
外
来
語
感
覚
を
知
る
上
で

も 、
韓
国
人
日
本
語
話
者
と
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー

ショ
ン
の
上
で
も
寄
与
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
う 。

八、
心
理
学

認
知
心
理
学
や
教
育
心
理
学で
文
字・
表
記
を
扱っ
て
い
る
論
文
は 、
私の

手
許
に
十五
篇
ほ
ど
あ
る 。
こ
の
中か
ら
四
篇
だ
け
挙
げ
る 。
ほ
か
は
展
望
の

範
囲
外
で
あっ
た
り 、
私
の
手
に
あ
ま
る
も
の
で
あ
る 。

瀬
川
武
美
「
読
速
度と
内
容
理
解
度か
ら
見
た
縦
書
き
と
横
書
き
の
読み
や

す
さ
に
関
す
る
研
究」(「
読書
科
学』
お13 、
白-
m) 。
文
字
の
大
き
さ 、
一
行

の
文
字
数 、
文
字お
よ
び
行
の
間
隔
が
同
じ
条
件
下
で
は 、
横
書
き
と
縦
書
き

と
い
う
配
列
形
式
の
違
い
か
ら
く
る
「
読み
や
す
さ」
に
有
意
差が
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
る 。

守
秀
子・
大
津
靖
彦・
川
島一
夫・
守一
雄
「ワ
ー

プ
ロ
作
成
書
の
印
字
書

式
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究」(「
読書
科
学』
お
4、
川出・ロ)
で

は 、
文
字
間
隔
は
詰
まっ
て
い
る
方
が
よ
く 、

行
間
隔
は
あい
て
い
る
方が
よ

い
と
い
う一
般
原
則
を
見い
だ
し 、
さ
ら
に
文
字
間と
行
間
の
間
の
相
対
的
な

関
係
で
読
み
や
す
い
比
率と
は
ど
うい
う
も
の
か
を
調
査
検
証
し
て
い
る 。

融問
藤
洋
奥
「
漢
字
を
め
ぐ
る
連
想
機
構」
(『日
本語
学』
mm
・8)
は 、
認
知

心
理
学
の
立
場か
ら 、
知
識
の
組
織
化・
検
索
の
特
徴
を
漢
字
を
素
材に
し
て

考
察
し
た
も
の 。

田
中
博
正
「
仮
名と
漢
字
の
認
知
時
聞に
及
ぽ
す
言
語
的
発
声
活
動
と
打
叩

活
動
に
よ
る
葛
藤
効
果」
(『
川
村学園女
子大
学研
究紀要」
3l2 、
ω・3)
に

は 、
漢
字
認
知
に
は
脳
の
右
半
球
の
機
能が
優
位
に
働
き
な
が
ら
も 、
漢
字
の

89 



意
味
認
知
に
は
仮
名
認
知
と
同
じ
く
言
語
中
枢
機
能が
存
在
す
る
左
半
球
が
脳

梁
な
ど
を
通
じ
て
関
与
し
て
い
る
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る 。

90 

九、
お
わ
り
に

か
つ
て
山
田
俊
雄
は
「
研
究
論
文
は 、
そ
の
目
標
と
方
法
と
が
明
確で 、
し

か
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
l

の
点
で
誇
るべ
き
も
の
を
必

ず
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
位
は 、
自
明
の
こ
と
で
は
な
い
か」
と
苦
々

し
く

述べ
たこ
と
が
あ
る(『
国
語
学』
卯 、
η・9) 。
今
期
を一
望
し
て
み
て 、

や
は
り
似
た
よ
う
な
思い
を
述べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る 。
一
見 、

研
究
は
隆
盛
の
途
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が 、
全
般
的に
は
先
期
の
展
望
に
採
り

上
げ
ら
れ
た
テ
lマ

の
な
ぞ
り 、
あ
る
い
は
繰
り

返
し
と
思わ
れ
る
論
考が
多

か
っ
た 。
研
究
論
文
の
多さ 、
領
域
の
広さ 、
対
象
の
多
様さ 、
情
報
量
の
多

さ
な
ど
に
研
究
者が
舷
惑
さ
れ
少
々
浮
き
足
立っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
たこ
と

も一
再
な
ら
ず
あっ
た 。
し
か
し 、
着
実
に
自
身
の
問
題
を
掘
り
下
げ 、
資
料

を
提
示
し 、
新
し
い
知
見
を
獲
得
し
て
い
る
研
究
に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
事
実
で
あ
る 。

情
報
の
僻
地
に
あっ
て 、
見
るべ
き
も
の
を
見
落
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思い
は
拭い
去
れ
な
い
が 、
期
限
と
い
う
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
事
情で

見
切
り
を
つ
け
る
こ
と
に
す
る 。
無
理
解か
ら
の
読
み
違
え
な
ど
非
礼な
点
が

あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
が 、
お
赦
し
を
乞い
たい 。

||
秋田
大
学
助
教
授
||


